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美
術
館
～
郷
土
ゆ
か
り
の
美
術
家
の
作
品
展 

　

現
在
、
美
術
館
は
郷
土
ゆ
か
り

の
美
術
家
の
作
品
に
よ
る
常
設
展

示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
作
家
は
、長
谷
川
青
澄（
日

本
画
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
相
原

求
一
朗
（
油
彩
）、
岡
田
千
春
（
油

彩
）、
河
野
文
夫
（
油
彩
）、
駒
村

久
弥
（
油
彩
）、
斎
藤
一
郎
（
和

紙
作
品
）、
佐
藤
武
造
（
水
彩
）、

寺
瀬
黙
山
（
彫
刻
）、箕
口
博
（
彫

刻
）、
宮
沢
鉄
夫
（
日
本
画
）、
村

山
弘
（
油
彩
）
で
す
。
是
非
、
ご

覧
下
さ
い
。

  飯山市成人式協力員大募集 !!
　飯山市公民館では、平成 22 年度飯山市成人
式（８月 15 日開催予定）に先立ち、成人式該
当者（H 元 .4.2 ～ H2.4.1 生）の皆様の中より
協力員を募集いたします。
　自分たちの成人式を自分たちでプロデュース
してみませんか？
詳しくは飯山市公民館（℡６２－３３４２）までお問い合せください。

　

　総合学習センター（飯山市公民館・市立飯山図書館・
飯山市美術館・いいやま女性センター未来・飯山市ふる
さと館）の駐車場使用につきましては、夜間（夜 10 時
以降）及び早朝の駐車は除雪作業の妨げになりますので、
ご遠慮ください。
　また、特別な理由により駐車される場合は、飯山市公
民館（℡ 62-3342）まで申し出てください。

降 雪 時 駐 車 場 使 用 についてのお願い

募 集 し ま す ！

○お問い合わせは
　総合学習センター（飯山市公民館）℡６２－３３４２まで

子 育 て セ ミ ナ ー 運 営 委 員

　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
11

月
２
日
の
「
あ
っ
た
か
毛
糸
小
物
」

の
後
期
趣
味
講
座
を
皮
切
り
に
、

計
９
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
趣
味
や
知
識
を
身
に

つ
け
る
こ
と
で
、
豊
か
な
く

ら
し
を
自
ら
つ
く
り
だ
し
て
い

き
、
学
ぼ
う
と
す
る
人
た
ち
が

集
ま
り
、
仲
間
と
な
っ
て
い
く

こ
と
で
、
新
た
な
交
流
が
生
ま

れ
ま
す
。

　

講
座
に
参
加
し
て
み
る
こ
と

が
、
そ
の
第
一
歩
に
な
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

仲
間
作
り
と
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

～
後
期
趣
味
講
座
ス
タ
ー
ト
～

人 権
学 習 シ リ ー ズ

　

11
月
19
日
「
第
３
回
北

信
発
、
障
が
い
者
雇
用
促
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
北
信

地
域
障
害
福
祉
自
立
支
援
協

議
会
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、

地
元
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
や

福
祉
関
係
の
団
体
の
方
々
、
そ

し
て
関
係
行
政
機
関
な
ど
お

よ
そ
１
５
０
名
の
皆
さ
ん
の
参

加
を
い
た
だ
き
、
北
信
圏
域

に
お
け
る
障
が
い
者
の
雇
用
促

進
と
就
労
支
援
を
テ
ー
マ
に
、

障
が
い
者
の
ニ
ー
ズ
、
企
業
の

ニ
ー
ズ
、
そ
れ
を
支
え
る
機
関

の
役
割
を
考
え
よ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

現
在
、
私
た
ち
を
取
り
巻

く
経
済
環
境
は
大
変
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け

長
野
県
内
で
は
製
造
業
を
中

心
と
し
た
輸
出
関
連
の
企
業

が
多
い
こ
と
か
ら
、
世
界
経

済
の
低
迷
の
影
響
は
深
刻
で

あ
り
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
は

業
績
回
復
や
事
業
継
続
に
た

い
へ
ん
な
ご
苦
労
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
経
済
活
動
の
不
振
は
、

雇
用
環
境
に
も
た
い
へ
ん
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
有
効
求

人
倍
率
の
低
迷
の
実
態
や
新

規
学
卒
者
の
就
職
内
定
状
況

「障がい者の雇用促進と就労支援」
～北信発、障がい者雇用促進フォーラムから～
　 飯山市民生部保健福祉課長　堀内隆夫

を
見
て
も
そ
の
厳
し
さ
が
伺
え

ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
し
い
経
済
環

境
、
雇
用
環
境
で
は
あ
り
ま
す

が
、
就
労
支
援
の
必
要
性
と
い

う
こ
と
で
は
、障
が
い
者
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
健
常
者
に

も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
例

え
ば
、
在
学
中
の
職
場
体
験

や
資
格
取
得
、
卒
業
す
る
際

は
学
校
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連

携
、
事
業
所
説
明
会
の
開
催

な
ど
、
ま
た
、
就
職
し
た
以

降
も
職
場
内
で
の
技
術
指
導
・

技
能
訓
練
や
資
格
取
得
支
援

な
ど
な
ど
時
期
に
応
じ
た
様
々

な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
就
労
に
つ
い
て

も
、
関
わ
り
を
持
つ
機
関
に
若

干
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
同

様
の
支
援
が
必
要
で
す
。
働
く

意
欲
が
あ
り
な
が
ら
、
働
く
機

会
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
人
間
と
し
て
た
い
へ
ん
辛

い
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
て

の
人
に
共
通
し
た
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
紹
介
さ
れ
た

知
的
な
障
が
い
の
あ
る
Ｔ
さ
ん

は
、
就
労
支
援
と
い
う
形
で

様
々
な
機
関
の
人
の
支
援
と
何

よ
り
事
業
者
の
ご
理
解
の
も

と
、
持
ち
前
の
前
向
き
な
姿
勢

に
よ
り
、
現
在
は
職
場
の
大
切

な
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
認

め
ら
れ
、
信
頼
さ
れ
て
、
生
き

生
き
と
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
人
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
合
わ
せ

た
能
力
を
最
大
限
に
開
発
・
発

揮
し
て
、
社
会
の
一
員
と
し
て

社
会
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
。

ま
た
、
誰
で
も
一
人
の
人
間
と

し
て
参
加
で
き
る
社
会
、
認
め

ら
れ
る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ

と
。
大
き
な
課
題
で
は
あ
り
ま

す
が
、
力
を
合
わ
せ
て
取
組
む

地
域
で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

△ きれいな作品ができました！～「スウィーツ・デコ」

～
常
設
展
示
の
ご
案
内
～

△ 郷土ゆかりの美術家の作品の数々

　子育てセミナーは、子育て中のお母さん方が中心になって、企
画・運営をしています。
　興味のある方は、総合学習センター（飯山市公民館）までお問
い合わせください。

　

重
要
文

化
財
の
「
白

山
（
は
く
さ

ん
）
神
社
」

が
当
地
区

に
あ
り
ま

す
。村
民
は
親
し
み
を
込
め
て「
白

山
さ
ま
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
神
社
は
た
い
へ
ん
急
な
山
の
中

腹
に
位
置
し
、
し
た
が
っ
て
こ
の

神
社
に
参
拝
す
る
に
は
、
一
直
線

に
登
る
参
道
を
行
く
か
、
曲
が
り

く
ね
り
な
が
ら
上
が
っ
て
い
く
市

道
を
行
く
か
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
、「
白
山
神
社
」
を
必
見

す
る
価
値
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
が
、
特
筆
す
る
こ
と
は
、
一

直
線
に
登
る
急
な
参
道
の
石
段
で

す
。
そ
の
石
段
数
は
九
十
九
段
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
下
か
ら
見
上

げ
る
と
、
そ
の
す
ご
さ
に
圧
倒
さ

れ
る
と
同
時
に
「
よ
く
ぞ
造
り
上

げ
た
も
の
だ
」
と
感
心
し
ま
す
。

　

ま
た
、
曲
が
り
く
ね
り
な
が
ら

上
が
っ
て
い
く
市
道
に
し
て
も
、

長
さ
２
㎞
の
車
が
通
れ
る
幅
の
道

を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
し
て
あ

り
、
何
年
も
か
け
て
村
の
人
た
ち

の
手
作
り
で
造
り
上
げ
ら
れ
た
も

の
で
す
。

「
白
山
神
社
」
に
て
思
う
こ
と

岡
山
地
区 

桑
名
川
公
民
館
長　

小
田
切　

一
夫

　
こ
れ
ら
の
身
近
な
も
の
を
見
せ

ら
れ
る
と
、
労
苦
を
い
と
わ
ず
造

り
上
げ
た
先
人
の
偉
大
さ
に
感
銘

を
お
ぼ
え
る
と
同
時
に
、「
村
を

ま
も
る
と
言
う
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
だ
」
と
、
私
た
ち
に
語
り
か

け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
「
白
山
神
社
」
に
立

ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

　

岡
山
地
区
大
運
動
会
で
優
勝

し
た
ら
館
長
は
執
筆
と
言
う
岡

山
恒
例
に
の
り
、
今
回
は
桑
名

川
公
民
館
長
の
小
田
切
一
夫
さ

ん
で
す

　
　
　

   

広
報
部　

石
澤
勝
彦

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

子育て中のお母さ～ん
  一緒にやりませんか～

白
山
神
社　

本
殿

△

総合学習センター講座内容募集
　総合学習センターでは、次年度の講座を
考えるにあたり、皆様のご意見を募集いた
します。やってみたい講座、教えてもらいた
い講師、こんなことを教えてみたい方など、
ご意見をお寄せください。

連絡先：総合学習センター飯山市公民館
（℡ ６２－３３４２　FAX ６２－５９４０）


